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あらまし：研究活動において，プレゼンテーションドキュメントは研究内容を伝達する手段として極めて

重要であるが，研究初学者の多くはドキュメントの作成機会が少なく，どのようにスライドを構成すれば

よいか十分な理解が得られにくい．そこで，本研究ではプレゼンテーションドキュメントのバージョンア

ップ過程からスライド構成方法の学習を支援する手法を提案する． 
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1. はじめに 

 研究活動を進める上で，プレゼンテーションは研
究内容を伝達する手段として極めて重要である．本

研究では，プレゼンテーションを行うために必要な

スキルを次の三つに分けている．「何を・どのような

順序で」提示するのかといった意味的構造を構成す

るスキル，聴衆が理解しやすいドキュメントをデザ

インするコンテンツデザインスキル，どのように聴

衆にわかりやすく話すかといったオーラルスキルで

ある．プレゼンテーションドキュメント(以下，P-
ドキュメントと呼ぶ)に内在するスライドを構成す
るためのスキルは，意味的構造構成スキルとコンテ

ンツデザインスキルの二つが対応するが，特に意味

的構造構成スキルが重要であると考えている． 
一般に，研究初学者は P-ドキュメントを作成する

機会が少ないため，上記のスキルレベルは低いと考

えられる．そのため，研究初学者の多くは，事前に

発表練習やP-ドキュメントの確認を研究グループ内
の熟練者や中級者に添削してもらい，修正を行う．

そして，修正した P-ドキュメントを再度熟練者らに
添削してもらい，修正する．このような添削・修正

のサイクルを何度も繰り返すことで，研究初学者は

P-ドキュメントを洗練し，発表の場に臨むことにな
る．本研究では，研究初学者が作成した P-ドキュメ
ントを熟練者や中級者に添削してもらいながら，バ

ージョンアップを行う過程に着目する． 
研究熟練者や中級者は，研究初学者に比べると P-

ドキュメント作成スキルは高く，P-ドキュメントに
対する着眼点が異なる．そのため，P-ドキュメント
の添削では，研究初学者が気づかなかった点が指摘

されることが多い．このように添削された部分には，

研究初学者と熟練者とのスキルの差が表出している

と考えることができ，この差を学ぶことによって P-
ドキュメント作成スキルを高めることができる．そ

のため，研究初学者にとって熟練者に P-ドキュメン
トを添削してもらうことは，絶好の学習機会といえ

る．また，ドキュメント作成者以外の学習者が，他

の学習者のP-ドキュメントバージョンアップ過程を
学ぶことで，同様に P-ドキュメント作成スキルの向
上を図ることができると考えられる． 
本研究では，研究熟練者や中級者によって添削さ

れ，それをもとに研究初学者が修正することでバー

ジョンアップした複数のP-ドキュメント間の差をス
ライド構成スキル向上に必要な要素として抽出し，

それらを作成中（あるいはすでに作成されている）

P-ドキュメントの意味的構造と関連付けて提示する
ことで，スライド構成スキルの向上を促す手法の提

案，および手法に基づいた支援システムの枠組みを

示す． 
 
2. 研究アプローチ 
	 研究熟練者や中級者が研究初学者のP-ドキュメン
トを添削する要素として，以下の三つに分けて考え

ることができる． 
・	 発表の流れや構成を表す意味的構造 
・	 スライドを表現するスライドコンテンツ 
・	 意味的構造・スライドコンテンツの両方 

本研究では，これらの要素の修正を行う過程を，そ

れぞれ Op(意)， Op(コ)， Op(意+コ)と表現する．な
お，本研究では，P-ドキュメントの意味的構造をド
キュメントのメタデータとして表現している．この

メタデータには三種類ある．各スライドが説明する

内容や果たす役割を表すスライドメタデータ，ドキ

ュメント全体をいくつかの意味的まとまりで分割し

た区切りを表すセグメントメタデータ，ドキュメン

トを用いたプレゼンテーションで想定されている文

脈情報を表すファイルメタデータがある． 
	  
2.1 Op（意） 
 意味的構造を表現するメタデータの修正や構造の
再構成を表す．研究初学者が意味的構造を修正する

理由は，メタデータを追加，メタデータを削除，意

味的構造のメタデータの移動の三つに分類すること

ができる． 
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メタデータの追加 
研究熟練者や中級者によってスライドが添削され

研究初学者が修正した時，スライドが新たに追加さ

れる場合があり，新たに追加したスライドに付与さ

れるメタデータが意味的構造に追加される．例えば，

あるスライドでの発表内容の詳細な前提知識や補助

説明などを追加する場合，スライドは追加され，同

時に異なるメタデータが付与される．また，一つの

スライドに含まれるトピックが複数ある場合，聞き

手となる聴衆者にとってもより聞きやすい発表とす

るために，スライドを分割して新たなスライドを追

加し，そのスライドに含まれるトピックが元のスラ

イドに含まれるトピックと異なる場合，スライドを

表現する内容が異なるため，トピックに対応するメ

タデータが追加される．このように，スライドで発

表する内容やトピックス数によってスライドが新た

に追加された場合，異なるメタデータが付与される

ため，意味的構造が再構成される． 
 
メタデータの削除 
研究熟練者や中級者による添削・修正の結果，ス

ライドコンテンツを削除する場合，スライド自体も

削除することがある．例えば，スライドの発表内容

が前後のスライドや他のスライド内で説明すること

が可能である場合，そのスライドを用いる必要がな

く削除される．対応するメタデータも同時に削除さ

れる．また，発表時間の関係上，発表内容を削るた

めにスライドを削除する場合もある． 
 
メタデータの移動 

P−ドキュメントの発表の流れや発表構成が適切
ではなく，聴衆者に伝わりにくい場合，その原因と

して考えられるスライドを別の位置に移動する場合

がある．この場合，スライドに対応しているメタデ

ータも同様に移動することになるため，意味的構造

も変動する． 
 

2.2 Op（コ） 
スライドに付与されているメタデータの意味をコ

ンテンツで表現できていない場合や，使用したスラ

イドコンテンツで発表内容を十分に表現できていな

い場合，スライドコンテンツが修正される． 
 

2.3 Op（意+コ） 
作成された P-ドキュメントにおいて，発表内容の

分節化と系列化が十分になされておらず，また発表

内容とスライドコンテンツの表現が対応していない

場合に，意味的構造とスライドコンテンツの両方が

修正される．この場合，P-ドキュメントの意味的構
造を再構成する必要があり，また新たなスライドコ

ンテンツを作成する必要がある．  
 

3. 支援システム枠組み 
本研究の支援システムでは，支援対象者が，他者

が作成したドキュメント，あるいは自身のドキュメ

ントバージョンアップ過程を抽出し，2 章で述べた
修正要素で分別し，データベースを作成し，そのデ

ータベースを用いた支援を考えている．作成したデ

ータベースから研究初学者のバージョンアップの傾

向を取り出し，P-ドキュメントの発表文脈や支援対
象者のスライド構成スキルに合わせた洗練されたス

ライドを構成するためのチェック項目を作成する．

作成したチェック項目を基に支援対象者にP-ドキュ
メントを作成してもらう．また，自身で作成した P-
ドキュメントの添削に利用してもらう．以下図 1に
支援システムの枠組みを表す． 

 

 

図 1：支援システムの枠組み 
 

4. まとめ 
本稿では，研究熟練者や中級者によって添削され

修正されたP-ドキュメントの過程にスライド構成ス
キルの学習機会があると着目し，修正過程を経てバ

ージョンアップしたP-ドキュメントの差分からスキ
ル向上の要素を抽出し，支援対象者のスキルや P-ド
キュメントの発表文脈を踏まえた要素を提示するこ

とで，支援対象者のスライド構成スキルの向上を促

す支援手法について述べた． 
今後は，本校で述べた支援手法に基づくシステム

の実装，およびシステムの有用性を検証したい． 
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